
現
在
子
育
て
の
真
っ
只
中
で
、
御
本
山
ま
で
が
遠
く

項
と
し
て
四
月
十
五
日
開
催
の
院
議
会
（
臨
時
）
に
お
い

い
た
だ
き
、
教
区
開
催
の
研
修
会
に
参
加
す
る
機
会
も

増
え
、
沢
山
の
繋
が
り
が
で
き
た
三
条
別
院
も
ま
た
、

私
に
と
っ
て
大
切
な
場
所
と
な
り
ま
し
た
。 

現
在
子
育
て
の
真
っ
只
中
で
、
御
本
山
ま
で
が
遠

   

組
円
周
寺
住
職
）、
副
委
員
長
に
廣
井 

肇
氏
（
第
十
三

組
万
休
寺
門
徒
）
が
互
選
さ
れ
（
他
の
委
員
に
つ
い
て
は

教
区
報
「
三
条
別
院
役
員
に
つ
い
て
」
参
照
）、
諮
問
事

項
と
し
て
四
月
十
五
日
開
催
の
院
議
会
（
臨
時
）
に
お
い

明
講
習
会
を
受
講
し

そ
の
為
に
先
生
の
元
に
通
い

と
、
京
都
の
御
本
山
へ
頻
繁
に
通
っ
た
時
期
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
頃
は
御
本
山
が
親
し
み
の
あ
る
場
所
で
し
た

が
、
同
時
期
か
ら
教
化
セ
ン
タ
ー
で
お
話
を
聞
か
せ
て

 
 

藤
田

賢
哉

氏
（
第
十
九
組
玄
證
寺
）
よ
り

ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

 

七
月
二
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た
三
条
別
院
土
地
有
効

活
用
検
討
委
員
会
で
は
委
員
長
に
青
木 

仁
氏
（
第
二
十

土

地

有

効

活

用

検

討

委

員

会

報

告 

本
山
に
出
向
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
得
度
考
査
で

は
そ
の
場
限
り
の
間
に
合
わ
せ
に
も
及
ば
な
か
っ
た
声

明
を
、
今
度
は
し
っ
か
り
と
学
ん
で
み
よ
う
と
中
央
声

明
講
習
会
を
受
講
し
、
そ
の
為
に
先
生
の
元
に
通
い
…

第
十
組 

浄
敬
寺 

永
寶 

晴
香 

氏 

 

○
次
回
の
「
三
条
別
院
に
想
う
」
は
、 

藤
田

賢
哉

氏
（
第
十
九
組
玄
證
寺
）
よ
り

◆
人
生
講
座
終
了
後
、
簡
単
な
朝
食
を
お
配
り
し
ま
す
。 

 

土

地

有

効

活

用

検

討

委

員

会

報

告

そ
の
後
は
大
学
に
進
学
・
卒
業
し
、
教
師
資
格
を
い
た

だ
い
て
地
元
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。 

帰
郷
後
、
縁
あ
っ
て
同
朋
会
館
の
嘱
託
補
導
と
し
て

本
山
に
出
向

せ
て
い
た
だ

、

た
、
得
度
考
査
で

に
座
る
機
会
に

そ

て
三
条
別
院
を
会
所

て
開

か
れ
る
研
修
会
で
、
改
め
て
問
い
尋
ね
た
い
と
思
っ
て

い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。 

 

 

「
無
碍
の
一
道
」

  

考
査
を
終
え
て
当
時
の
御
輪
番
か
ら
い
た
だ
い
た
の
は

「
得
度
式
ま
で
も
う
少
し
日
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ま
で

に
ス
ラ
ス
ラ
読
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
ね
」
と
い
う

お
言
葉
で
し
た
。
何
と
か
無
事
に
得
度
式
を
済
ま
せ
、

ら
な
い

そ
ん
な
情
況
の
中
で
「
自
分
が
可
愛
い
」
と

こ
ろ
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
私
が
、
ど
こ
ま
で
世
間
の
問

題
と
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
阿
弥
陀
様
の
前

に
座
る
機
会
に
、
そ
し
て
三
条
別
院
を
会
所
と
し
て
開

 

二
十
一
日 

安
冨
信
哉 

氏
（
教
学
研
究
所
長
） 

 
 

「
親
鸞
聖
人
と
お
念
仏
」 

 

二
十
二
日 

島
津
崇
之 

氏
（
第
十
八
組 

満
行
寺
） 

「
無
碍
の
一
道

考
査
、
一
念
発
起
し
た
わ
け
で
も
な
く
意
欲
も
な
か
っ

た
私
は
、
明
ら
か
な
稽
古
不
足
で
、
隣
で
聞
い
て
い
た

妹
ま
で
冷
や
汗
を
か
く
ほ
ど
酷
い
仕
上
が
り
で
し
た
。

考
査
を
終
え
て
当
時
の
御
輪
番
か
ら
い
た
だ
い
た
の
は
、

現
在
の
自
分
を
見
直
し
、
そ
し
て
ま
た
歩
み
出
せ
る
大

切
な
拠
り
所
で
す
。 

今
、
私
達
の
国
は
ど
こ
に
向
か
っ
て
い
る
の
か
分
か

ら
な
い
。
そ
ん
な
情
況
の
中
で
、「
自
分
が
可
愛
い
」
と

十
九

小
泉
惇
麿

氏
（
第
十
四
組 

了
元
寺
） 

 
 

「
御
遠
忌
雑
感
」 

 

二
十
日 

石
川 

満 

氏
（
第
十
九
組 

満
願
寺
） 

 
 

「
刻
々
円
成
」 

 

三
条
別
院
に
初
め
て
お
参
り
し
た
の
は
、
高
校
生
で

得
度
考
査
の
時
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
広
い
御
堂
と
大

き
な
柱
に
驚
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
こ
の
得
度

欲

所
と
し
て
大
切
に
さ
れ
て
き
た
存
在
意
義
を
実
感
し
て

い
ま
す
。
御
同
朋
・
御
同
行
の
方
々
に
お
会
い
で
き
る

と
い
う
感
動
と
、
得
度
考
査
に
始
ま
り
法
要
や
法
話
で

の
苦
い
経
験
も
併
せ
持
つ
三
条
別
院
と
い
う
場
所
は
、

午
前
六
時
三
十
分

人
生
講
座

◇
会
場 

三
条
別
院
本
堂 

◇
講
師
・
講
題 

十
九
日

小
泉
惇
麿

氏
（
第
十
四
組

了
元
寺
）

 
 

  

思
え
て
し
ま
う
私
は
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
で
す
が
、
三

条
別
院
と
い
う
場
の
有
り
難
さ
、
地
域
の
方
々
の
拠
り

所
と
し
て
大
切
に
さ
れ
て
き
た
存
在
意
義
を
実
感
し
て

れ
な
が
ら
三
条
別
院
で
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

◇
日
時 

八
月
十
九
日
（
金
）
～
二
十
二
日
（
月
） 

午
前
六
時 

晨
朝 

夏
の
御
文
拝
読 

午
前
六
時
三
十
分

人
生
講
座

三
条
別
院
に
想
う 

 

真
宗
大
谷
派
三
条
別
院 

T
E

L

：0256-33-0007 
 

E
-m

ail

：sanjo-betsuin@
w

ing.ocn.ne.jp 

 

本
年
も
左
記
の
と
お
り
朝
の
人
生
講
座
・
夏
の
御
文
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
清
々
し
い
朝
の
ひ
と
時
を
仏
法
に
触

れ

三
条
別
院
で
過
ご
し

み

せ
ん
か
。

朝

の

人

生

講

座

・

夏

の

御

文

拝

読 

真
宗
大
谷
派
三
条
別
院

 

朝

の

人

生

講

座

・

夏

の

御

文

拝

読



第
１
３
号 

２
０
１
６
年
度
三
条
別
院
不
動
産
特
別
会
計
歳
入
歳
出
予
算
（
案
）

ど
な
た
で
も
お
参
り
い
た
だ
け
ま
す
。
皆
様
の
ご
参

第
１
１
号 

２
０
１
６
年
度
三
条
別
院
経
常
部
会
計
歳
入
歳
出
予
算
（
案
） 

第
１
２
号 

２
０
１
６
年
度
三
条
別
院
教
区
同
朋
会
館
維
持
運
営
特
別
会
計

歳
入
歳
出
予
算
（
案
） 

第

号

年
度
三
条
別
院
不
動
産
特
別
会
計
歳
入
歳
出
予
算
（
案
）

宗
祖
親
鸞
聖
人
の
御
命
日
で
あ
り
ま
す
毎
月
二
十
八

日
に
、「
御
命
日
の
集
い
」
を
本
堂
に
て
、
日
中
法
要
と

法
話
、
そ
の
後
、
座
談
会
の
場
を
開
い
て
お
り
ま
す
。 

ど
な
た
で
も
お
参

い
た
だ
け
ま
す
。
皆
様
の
ご
参

行
っ
て
い
る
定
例
法
話
会
は
八
月
は
休
会
と
な
り
ま
す
。

九
月
か
ら
は
別
院
列
座
が
交
代
で
「
ゼ
ロ
か
ら
わ
か
る
真

宗
入
門
」
と
し
て
お
話
い
た
し
ま
す
。 

第 

８ 

号 

２
０
１
５
年
度
三
条
別
院
教
区
同
朋
会
館
営
繕
積
立
金 

第 

９ 

号 

２
０
１
５
年
度
三
条
別
院
職
員
退
職
金
積
立
金 

第
１
０
号 

２
０
１
６
年
度
三
条
別
院
教
化
事
業
計
画
（
案
） 

◇
場

所

三
条
別
院
本
堂

   

 

 

毎
月
十
三
日
の
前
門
首
の
ご
命
日
（
両
度
の
命
日
）
に

宗

祖

御

命

日

の

つ

ど

い 

定

例

法

話

会 

第 

５ 

号 

２
０
１
５
年
度
三
条
別
院
教
区
同
朋
会
館
維
持
運
営
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
書 

第 

６ 

号 

２
０
１
５
年
度
三
条
別
院
不
動
産
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書 

第 

７ 

号 

２
０
１
５
年
度
三
条
別
院
報
恩
講
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書

（
五
〇
〇
円
）
＋
花
代
（
五

〇
〇
〇
円
）】

◇
募
集
人
数 

定
員
二
十
五
名 

（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
見
学
） 

◇
場

所

三
条
別
院
本
堂

十
一
月

永
寶

卓
氏
（
第
十
組
浄
敬
寺
）【
第
十
一
章
】 

十
二
月 

石
塚
祐
堂
氏
（
第
十
五
組
長
泉
寺
）【
第
十
二
章
】 

 

第 

２ 

号 

２
０
１
５
年
度
三
条
別
院
不
動
産
特
別
会
計
補
正
予
算
（
案
）

第 

３ 

号 

２
０
１
５
年
度
三
条
別
院
教
化
事
業
報
告 

第 

４ 

号 

２
０
１
５
年
度
三
条
別
院
経
常
部
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書 

第

５

号

２
０
１
５
年
度
三
条
別
院
教
区
同
朋
会
館
維
持
運
営
特
別
会
計

◇
時

間

午
前
十
時
～
午
後
四
時

◇
講 
師 

吉
原
善
生
氏
（
池
坊
峯
月
流
副
家
元
） 

◇
冥
加
金 
五
、
五
〇
〇
円
【
内
訳
：
研
修
冥
加
金 

（
五
〇
〇
円
）
＋
花
代
（
五
、
〇
〇
〇
円
）】

◇
今
後
の
講
師
一
覧

九
月 

北
條
祐
史
氏
（
第
二
十
三
組
長
願
寺
）
【
第
九
章
】 

十
月 

木
村
邦
和
氏
（
第
十
三
組
專
行
寺
）【
第
十
章
】 

十
一
月

永
寶

卓
氏
（
第
十
組
浄
敬
寺
）【
第
十
一
章
】

が
な
さ
れ
た
後
、
下
記
の
と
お
り
、
全
議
案
に
つ
い
て
可

決
さ
れ
ま
し
た
。 

第 

１ 

号 

２
０
１
５
年
度
三
条
別
院
報
恩
講
会
計
補
正
予
算
（
案
） 

第

号

年
度
三
条
別
院
不
動
産
特
別
会
計
補
正
予
算
（
案
）

仏
花
の
担
い
手
の
育
成
を
一
つ
の
目
的
と
し
た
講
習
会
。

別
院
秋
彼
岸
会
に
併
せ
て
開
催
し
ま
す
。 

◇
日 

時 

九
月
十
五
日
（
木
） 

◇
時

間

午
前
十
時

午
後
四
時

佐
々
木
惠
一
郎

氏
（
第
十
組
行
通
寺
） 

―
『
歎
異
抄
』
に
聞
く
【
第
八
章
】
― 

 

◇
今
後
の
講
師
一
覧

  

院
議
会
が
八
月
四
日
に
開
催
さ
れ
、
森
田
成
美
輪
番
の

開
会
挨
拶
の
後
、
二
〇
一
六
年
度
の
方
針
に
つ
い
て
説
明

第

号

財
産
処
分

学
校
法
人
三
条
大
谷
学

松
葉
幼
稚

新
学
舎
建
設

用
地
の
無
償
貸
与
」
に
つ
い
て 

 

 
 

回

向

願
以
此
功
徳

 

◎
今
月
の
法
話
講
師 

 

佐
々
木
惠
一
郎

氏
（
第
十
組
行
通
寺
）

立

花

講

習

会

の

ご

案

内 

一
七
年
二
月
を
目
途
に
答
申
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
予

定
し
て
い
ま
す
。 

 

楽
寺
門
徒
）
が
再
任
さ
れ
た

第
１
８
号 

境
内
地
の
著
し
い
模
様
替
え
「
学
校
法
人
三
条
大
谷
学
園
松
葉
幼

稚
園
の
新
学
舎
建
設
」
に
つ
い
て 

第
１
９
号

財
産
処
分
「
学
校
法
人
三
条
大
谷
学
園
松
葉
幼
稚
園
新
学
舎
建
設

文
類
偈

行
四
句
目
下

 
 
 

念
仏
讃 

淘
五 

 
 
 

和 

讃 

回
口 

次
第
六
首 

回

向

願
以
此
功
徳

院

議

会

の

報

告 

督
管
理
に
関
す
る
事
項 

④
そ
の
他
必
要
な
事
項
。

 

整
備
計
画
の
内
容
と
し
て
は
、
特
に
正
門
拡
張
工
事
・

参
道
工
事
・
茶
所
講
跡
地
工
事
に
つ
い
て
検
討
し
、
二
〇

一
七
年
二
月
を
目
途
に
答
申
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
予

第
１
７
号 

責
任
役
員
の
任
期
満
了
の
件

小
林
光
紀
氏
（
第
１
２
組
浄
照
寺
住
職
）、
大
野
成
一
氏
（
第
２
０
組
真
光
寺

住
職
）、
土
田
隆
氏
（
第
１
４
組
了
元
寺
門
徒
）、
高
野
洋
一
氏
（
第
１
４
組
長

楽
寺
門
徒
）
が
再
任
さ
れ
た
。

◇
日

時

八
月
二
十
八
日
（
日
）
午
前
十
時
よ
り 

◇
会 

場 

三
条
別
院 

本
堂 

◇
お
勤
め
（
御
命
日 

日
中
法
要
） 

文
類
偈

行
四
句
目
下

に
か
か
る
次
の
事
項
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
①
整
備
計
画

に
関
す
る
事
項 

②
整
備
工
事
の
設
計
監
理
業
者
及
び

施
工
業
者
の
選
定
に
関
す
る
事
項 

③
整
備
工
事
の
監

督
管
理
に
関
す

事
項

④

他
必
要

事
項
。

第
１
５
号 

財
産
処
分
「
三
条
市
元
町990

番10

の
土
地
の
売
却
」
に
つ
い
て 

第
１
６
号 

財
産
処
分
「
三
条
市
本
町3

丁
目959

番7

及
び989

番8

の

土
地
の
賃
貸
（
変
更
）」
に
つ
い
て 

な
お
、
前
日
（
二
十
七
日
）
は
お
逮
夜
法
要
を
、
午

後
一
時
三
十
分
よ
り
お
勤
め
し
て
お
り
ま
す
。 

 

◇

時

八

二
十
八

（

）
午
前
十
時

て
可
決
さ
れ
た
、
三
条
別
院
境
内
地
総
合
整
備
計
画
（
案
）

第
１
４
号 

２
０
１
６
年
度
三
条
別
院
報
恩
講
特
別
会
計
歳
入
歳
出
予
算
（
案
） 

詣
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。 



7

法

知

 

月
謝 

二
五
〇
〇
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
） 

で
勤
務
し
て
い
た
容
疑
者
の
主
張
は
、
障
が
い
者
は
社
会

月9日勤修の全

法会の仏花を第1

知法氏の指導の下

○
別
院
書
道
教
室 

〔
月
二
回
第
二
、
第
四
水
曜
日
、
午
後
六
時
三
十
分
～
八
時
〕 

講
師 

木
原
光
威
氏
（
新
潟
県
書
道
協
会
理
事
） 

謝

二
五
〇
〇
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

事
な
仕
事
で
す
が
、
本
音
を
言
え
ば
「
仕
事
が
増
え
ち
ゃ

っ
た
」
と
い
う
実
感
で
あ
り
ま
し
た
。 

相
模
原
で
大
量
殺
人
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
福
祉
施
設

で
勤
務
し
て
い
た
容
疑
者
の
主
張
は
、
障
が
い
者
は
社
会

分
が
居
る
の
も

確
か
で
す
。 

（
有
坂
） 

全戦争犠牲者追弔

13 組願性寺井上

下で立てました。

お

込
み

い

   

忙

い
月

す

決
算

違
い

あ
っ
て
は
い
け
な
い
し
、
予
算
に
落
ち
が
あ
っ
た
ら
大
変

で
す
。
と
言
っ
て
い
る
う
ち
に
輪
番
の
移
動
が
発
令
さ
れ
、

本
山
の
引
継
ぎ
監
査
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大

都
度

都
度
答
え
を
出

し
な
が
ら
切
り

抜
け
て
い
る
自

そ

の

他

の

講

座

案

内 

弔

上

 

僧
籍
者
は
間
衣
・
輪
袈
裟
）

筆
記
具

◇
月 

 

謝 

五
百
円
／
回 

◇
申
込
方
法 

お
電
話
・
Ｅ-

Ｍ
ａ
ｉ
ｌ
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

◆
◆
編
集
後
記
◆
◆

別
院
に
お
世
話
に
な
っ
て
、
三
回
目
の
七
月
が
終
わ
り

ま
し
た
。
別
院
の
七
月
は
、
会
計
の
仕
事
を
し
て
い
る
私

に
と
っ
て
、
と
て
も
忙
し
い
月
で
す
。
決
算
に
間
違
い
が

の
で
し
ょ
う

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
日
々
の
生
活
に
追
わ
れ

て
い
る
の
で
す
が
、
刻
々
と
時
間
の
過
ぎ
て
行
く
中
で
、

そ
の
都
度
そ
の

 
 
 
 
 
 

白
鳥 

道
子 

氏
（
第
十
五
組
本
龍
寺
）

（
十
月
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

◇
持 

ち 

物 

真
宗
大
谷
派
勤
行
集
（
赤
本
）、
念
珠
（
有

僧
籍
者
は
間
衣
・
輪
袈
裟
）、
筆
記
具
。

は
じ
ま
っ
た
清
掃
奉
仕
・
法
話
・
座
談
を
中
心
と
し
た
有
志
の
会

で
す
。
月
一
回
の
例
会
、
別
院
行
事
に
併
せ
た
奉
仕
活
動
や
季
節

ご
と
の
懇
親
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆
◆
編
集
後
記
◆
◆

い
つ
も
、
後
出
し
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
し
か
無
い
の
に
「
親
鸞

さ
ん
は
正
し
い
。
そ
し
て
私
も
正
し
い
」
と
思
い
こ
ん
で

い
る
の
で
す
。
そ
れ
が
今
の
私
の
立
ち
位
置
・
居
場
所
な

の
で
し
ょ
う
。

◇
場    

所 

教
区
同
朋
会
館
（
三
条
別
院
内
） 

◇
講 

 

師 

永
寶 

晴
香 

氏
（
第
十
組
浄
敬
寺
） 

（
八
・
九
・
十
一
・
十
二
月
） 

白
鳥

道
子

氏
（
第
十
五
組
本
龍
寺
）

聞
を
し
ま
せ
ん
か
！ 

○
三
条
別
院
有
志
の
会 

 
も
と
も
と
三
条
別
院
の
お
朝
事
に
お
参
り
し
て
い
る
ご
門
徒
か
ら

は
じ

っ
た
清
掃
奉
仕

法
話

座
談
を
中
心

し
た
有
志
の
会

ま
す
。
で
も
、
私
が
も
し
そ
の
場
に
居
た
ら
、
絶
対
に
勢

観
房
た
ち
と
一
緒
の
側
で
、
親
鸞
を
非
難
し
て
い
る
だ
ろ

う
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
こ
の
逸
話
を
読
ん
で
私
た
ち
は

い
つ
も
、
後
出
し
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
し
か
無
い
の
に
「
親
鸞

十
月
十
三

（
木
）
讃
歌
（
赤
本

お
よ
び
音
楽
法
要
の
歌
曲
）

十
一
月
十
七
日
（
木
）
念
仏
・
和
讃
（
三
淘
）、 

十
二
月
十
五
日
（
木
）
念
仏
・
和
讃
（
三
淘
） 

◇
時 

 

間 

午
後
六
時
～
八
時 

夕

食

代

一
三
〇
〇

程
度

○
庭
講
（
清
掃
講
） 

二
〇
一
五
年
九
月
に
結
成
さ
れ
た
お
講
で
す
。
現
在
講
員
大
募
集

中
で
す
。
ぜ
ひ
、
御
一
緒
に
清
掃
奉
仕
と
十
三
日
の
定
例
法
話
の
聴

信
心
一
異
の
諍
論
」
が
示

て
い
て

れ
ま
す

私
た

ち
は
親
鸞
さ
ん
の
大
支
持
者
で
、
親
鸞
が
正
し
い
こ
と
を

知
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
勢
観
房
・
念
仏
房
た
ち
は

間
違
っ
て
い
る
、「
親
鸞
ガ
ン
バ
レ
」
と
い
う
立
場
に
い

◇
開 

催 

日
（
全
五
回
） 

八
月
十
八
日
（
木
）
正
信
偈
草
四
句
目
下 

九
月
十
五
日
（
木
）
念
仏
讃
（
同
朋
奉
讃
）、 

十
月
十
三
日
（
木
）
讃
歌
（
赤
本
、
お
よ
び
音
楽
法
要
の
歌
曲
）
、

◎
冥
加
金

日
帰
り
一
五
〇
〇
円

一
泊
二
日 

二
五
〇
〇
円

◎
食
事
代
（
昼
・
夕
食
は
業
者
発
注
） 

 

・
朝 

食 

代 
 
 

五
〇
〇
円
、
昼 

食 

代 

一
〇
〇
〇
円
程
度 

・
夕

食

代

一
三
〇
〇
円
程
度

人
生
で
一
番
大
事
だ
と
す
れ
ば

相
模
原
の
容
疑
者
を

ど
う
い
う
理
由
で
非
難
す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

人
生
の
立
ち
位
置
の
問
題
は
、
歎
異
抄
の
後
序
に
あ
る
、

「
信
心
一
異
の
諍
論
」
が
示
し
て
い
て
く
れ
ま
す
。
私
た

年
度
は
平
常
の
お
勤
め
（
正
信
偈 

草
四
句
目
下

念
仏

讃 

淘
三 

讃
歌
）
の
研
鑽
を
行
い
ま
す
の
で
、
ど
な
た

で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

◇
開

催

日
（
全
五
回
）

三
条
別
院
の
御
影
を
お
迎
え
し
て
、聞
法
会
を
開
催
し
ま
せ
ん
か
？

○
別
院
奉
仕
研
修 

日
程
及
び
内
容
に
つ
い
て
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

◎
冥
加
金

日
帰
り
一
五
〇
〇
円
、
一
泊
二
日

二
五
〇
〇
円

い
る
と
言
っ
て
良
い
で
し
ょ
う
。

先
の
参
議
院
選
挙
で
は
有
権
者
の
望
む
政
治
は
、
第
一

に
経
済
を
良
く
し
て
く
れ
る
人
、
政
党
で
し
た
。
経
済
が

人
生
で
一
番
大
事
だ
と
す
れ
ば
、
相
模
原
の
容
疑
者
を
、

  

声
明
教
室
を
毎
月
一
回
、
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
今

年
度
は
平
常

お
勤

（
正
信
偈

草

句

下

念
仏

  

○
三
条
別
院
巡
回 

よ
り
良
い
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
抹
殺
す
る
こ
と
が
、

正
し
い
行
動
で
あ
る
。
と
い
う
よ
う
な
報
道
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
論
理
の
組
み
立
て
方
と
結
末
は
首
尾
一
貫
し
て

い

言

良
い
で
し

。

随

時

募

集

中 
声

明

教

室

の

ご

案

内 

 
 

や
家
庭
に
と
っ
て
役
に
立
た
ず
、
経
済
的
損
失
が
大
き
い
。


